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このたびは、コロナ石油ストープをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうこ'ざいました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 
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給排気筒トップには金網など 
は付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため 
の金網などは付けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスが室内に漏れる可能 ^ 

性があり危険です。 S ! 


給^気筒(管 • ホース） 
外れ危険 

給排気筒（管 • ホース）が外れ 
たまま使用しないでください。 
外れていると運転中に排ガスが 
室内に漏れて、危険です。 


A 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいもの 
を近づけないでください。 I 

火災が発生するおそれ;^あ 
0ます。可燃物との離隔距 ^ 

離については、標準据付図 
(@21ページ)を参照して 
ください。 | 
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!電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。 , 

また、電源プラグを抜くとき_ 
は、コードを持って引き抜か^ 
ないでください。 

火災や感電の原因になります。 
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スプレー缶厳禁 

スプレー缶やカセツトこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で缶の圧力が上がり、爆 
発して危険です。 


き 



温風吹出口をふさがない 

衣類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさがないでく 
ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、火 
災の原因になります。 
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^警告 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないでください。 

火災の原因になります。 




この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 

み ^^ mm 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱い 
をすると、人が死亡、重傷を負^可能 
性または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 


/K 注意 


この表示を無視して、誤づた取り扱い 
をすると、人が傷害を負う可能性や物 
的損害の発生が想定される内容を示し 
ています。 


_為を初 

M こ具体的な指示 P 

除.鹽! 




特に注意していただきたい ;: と ( 安全のために必ずお守りください ) 
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△ 注意 (CAUTION) 


廃棄するときの注意 

ス I ''ーブを廃棄処分するときは、定油面器の 
灯油を抜き取ってください。 （ ns =15 ページ） 
灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わぬ事故になるおそれがあります。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用 
しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 
すみやかに運転スイッチを「停止」 
にしてくださ (A 

高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、温風吹 
出□、給排気筒トップに手など 
ふれないでください。 

やけどのおそれカヾあります。 



❶ 
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親# 


⑧ 


長期間使用しないときは、電源プラグを抜い r 
ください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 

電源の接続 


，電源は適正配線された单相10 0 V のコンセント\ " 
以外は使用しないでください。 

発熱+発火の原因になります。 

>電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱 • 発火の原因になります。 


灯油の保管 


灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日光 m 
をさけた場所に保管してください。 ^ 
ガソリンなどといっしょに保管しないでください。 

誤っ r 使用すると異常燃焼や火災のおそれがあります^ 


❶ 


据付け上の注意 


❶ 


•お客様ご自身による工事は危険です。 mm 

据付け工事や移設工事は、必すお買い求めの ^ 

販売店に依頼してください D 

•ストーブおよび給排気筒の据付けについては火災予防 
条例、石油燃焼機器の設置基準による規制か4ありますの 
で、これに従って据付けてください。 

_ストープの固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
てください。 


変質灯油禁止 

変質灯油（持ち越した灯油)、不純灯油（灯油以外 
の油•水‘ごみが混入した灯油など）を使用しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれがあります。 


0 



温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱水症状になる 
おそれがあります。 


■ 特にお子様やお年寄り、体の不自由な方が使われるときは、 
周囲の人が十分注意してく ださい 。 

|衣類な.どを乾燥した場合、素材によつては色あせすること 
があります。 


參小さいお；樣のいるご家庭では、特に注簏してください D 

長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


€ 
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改造使用の禁止 , 

改造して使用しないでくださいまた、ストー I 
ブ本体や給排気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。 

電源ブラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 

傷んだプラグやゆるんだコンセント $5^1 

は使用しないでください。） 

火災の原因になります。 ’ 

ぬれた手での抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。_ 

電源プラグのお手入れをする 


0 

0 
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ときどきは電源プラグを抜き、ほこり(および W ] 
金属物)を除去してください。（ほこりがたまる 
と湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブが変 
形すること；^あります。また、水が内部に入る 
と、感電、火災、故障の原因になります。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップの近くに、 
灯油や可燃物など引火の 
おそれのあるものを置か 
ないでください。 

火災のおそれがあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。け力<や火災の原因になります。 


油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管 ■ 
接合部および機器などから 
の灯油漏れがないことを 
確認の上ご使用ください。 
灯油が漏れていると火災の 
おそれがあります。 


0 
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漏れ確認 





温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 


通風の循環を妨げない 

•温風吹出□の前面に障害物を置力\ないでください。 



窓の下や壁面に股置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気;^ストープで 
暖められ、温風として対流しますので効果的です。 


温室、飼育室、乾燥室などでは絶対に使用しないでください。 


>標高が1 500 m 以上の場所では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
標高 500 m 〜1 500 m で使用する場合は調整が必要です。 
(詳しくは、工事説明書の f 高地で使用の場合 ） をご覧くだ 
さし、。） 
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マントルピースなどには据付けないでください。 


使用する場所 


灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


分解修理の禁止 

故障•破損したら、使用し 
ないでください。 

不完全な修理は、危険です。 
お買い求めの販売店に修理 
を依頼してください。 
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定油面器リセットポタン 


点検用ふた 

-—水平器 


本体固定金具 

一一排気口 


給気 ホース 























C 操作部） 


デジタル表示部 

f 現在時刻表示 'l 

L タイマー tz ット時刻表示 J 


デジタル表示部 
室溫表示 1 
設定湿度表示 j 


オートルーバー ランプ 

〇3"1〇ページ） 


燃焼ランプ 

(ぽ9〜12ページ） 



オートル _ パーポタン 

(ぽ10ページ） 


予約ポタン 

(ぽ11.12ページ） 


時計調節ボタン 

03" 10〜12ページ） 


し J 

温度調節ボタン 

(ぼ9ページ） 


通転スイツチ 

(貧9〜12ぺージ） 


プラスポタン 
(ぽ11.12ページ） 













_ 使用前の準備 


燃料 J 


燃料は必ず灯油 ( JIS 1 芎灯油)を使用してください。 

• fA 蓄 ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。 

火災の原因になります。 

注意 I 変質灯油、不純灯油などは絶対に使用しないでください。 

• I △注意 1灯油は必ず火気 • 雨水 • ごみ • 高温および直射日光をさけた場所に保管し r 
<ださい。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれ；^あります。 


変質灯油•不純灯油とは • 


0 

❶ 


昨シーズンより持ち越長期間日光にあたる所や容器のふたが開け r あつ水 • ごみや灯油以外の油 
しの灯油 温度の高い所に保管したたり、乳白色のポリ容器がほんのわずかでも混入 


參 


0 


Q 


で保管した灯油 


0 


した灯油 


0 




% 


肩期間）屬ヂ 


重油•機械油 • 
![ ^7てんぷら油… 


Mi 度に変質したものは、黄色味がかったり、すっぱいにおいがします。 
，必ず灯油用のポリタンクをお使いください。 

>灯油はシーズン中に使いきりましよう。 


ソリンの見分けかた 

lEBHEiiil 


灯油はぬれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


■=== と良を=障 r =;、 故 

:;:籲水や g 為•が送扭絳踣冉に H れこみ】•:燃藤不良や着火不良め原因 G な〇ます'… 



質灯油や不純灯油を使用したときは… 

! に買い 籴めめ廉秦色ま fcteu :お迪え catio チ® 睿様 ㈤ 躂 ssdfcis 雀縫汾趣此 r : 


If 參を: 

'■ -} ： f} ：'：-/. :4 メ : — ，“ 、へ 1, .p - v s 




» 酱卷求め负騵薄店にご相談くださレ v :::; 
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給油 

I 

給油の手順と注意 


b 注意]給油は必す消火し r から火の気のないところでおこなってください。火災のおそれがあ〇ます。 



2. 給油□ぶたを外し給油する 

•市販の給油ポンプなどを使用して、 
油鼉計を見ながら給油してください。 
•油鼉計の針が「潤 J をさしたら、給 
油をやめてください。 

•給油が終わりましたら、給油□にあ 
るろ網を取り出し r 水やごみを捨て 
てください。 

__-餡油器具 


3. 給油口ぶたを締める 



•ストレーナ(内部〉 
油バルブ 


• _ » +_ • 

け* ... .■て：1 . : 


今. 

i _ _ s 



灯油がなくなると 


參ご使用中、油タンク内の灯油がなくなると、デジタル表示部に hes I 、 r £3 1または r ^ wi が表示され消火 
します。 




送油経路内の空気抜き 


>初めて使用するときや油切れでデジタル表示部に£表示が出た場合は、油タンクに給油した後に、送油バ 
ルプを開き空気抜きをおこなつてください。 


• 空気抜き用ねじをゆるめる 

參灯油が床にこぼれないようにオイルフィルターの 
下に布や、容器などを用意してください。 




オイルフイルター 


2. ゴム製送油管をよく振0空気描舌をする 

_ゴム製送油管をよく振り、送油経路内の空気抜き 
を十分におこなつ r ください。 



3. 空気抜き用ねじ在嫌める 

參空気が抜けオイルフィルターの中に灯油が満たされたら、空気抜き用ねじを締めてください。 
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g 火前の準備と確認 

r 定油面器のセツト（初めて使用するときや、シーズン初めに使用する場合） . 


•定油面器リ 12 ットボタンを押す 

修ストープ右側面点検用ふたの丸穴の中に指を入れ、定油面器 
リ t ットボタン（赤色）を軽く押し下げてください。 

•リ乜ットボタンは捩付け時や、シースン卿棘；：：: 
定油,面器に:強し癌撃を与え fc り裏常があったとき以外钱特：』 
に操作;する必要'はありません1,;.: ' ; \ 

:方一着火しなか TO ： り、蒼火後3羚で消火 u 芒!餳:: 
合は、リ乜ットボタンを押してください。三^ 


点検用ふた; 



リせツトボタン 


•ストーブの据付け時や長時間放置した後は、このリ 1 z ットポ 
タンの下側にあるスぺーサを抜き出して■からリセツトポタン 
を一番下まで1〜2度押してください。 


修灯油流入〇のコム持め®着が外れて灯油がスムムス。 
.す。 長時間押しつづは态と定油画器ぶ0油力笼みれ:ま 

注藤してくだき成^:。；；：：：：：り；；：-: 


e 麟:: 


スペーサ 


抜き出す 




•スペーサは必ずもとどおりに取り付けてください。 


油漏れの確認 


注意 I 油タンク • ゴム製送油管 • 接合部および機器など 
から油漏れがないことを確認の上、ご使用ください。 

■油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送油バルブを閉じ 
,かパお賀レ求矜の販売店に C 相»く賴_— ssrJiSi 憲! 


電源の接続 


△注意]電源プラグはコン12ントに根元まで確実に差しこんでください。 
△注意| 電源プラグの抜き差しは、必ずプラグを持っておこなってください。 
/!\注意 1ほこりなどの付着がないか、ときどき点検 • 清掃してください。 




酵電源プラグ.コ-ドの発熱.発火を防ぐために… 

!麵薄源は、必す適正配線された車相1 oov のコンセントを使用してください。 

•電源3—ドは、途中で接続したり延長コードの使用 • 他の電気器具とのタコ足配線をしないでください = 

1 s 4 1 1 h * i \ -6.-== . _ _ ••注"•-本、寺？ 1 •争安寺寺笔垂蒂耘％ ii ： 車拿％* 逆軍奪 ： S _ _ « >« i _ , - X i * 4 5 ^ X ' f t >< jj ! 5 < f > 


ス I -ーブ周囲の確認 


丨 注意 I カーテンや燃えやすいものを近づけないでください。 
火災が発生するおそれがあります。 



給排気筒接続部の確認 


警告|給排気筒（管•ホース）が外れたまま使用しないでください。 
外れていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 


❶ 
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使用方法 


. 油タンクの送油バルブを開く 



送油バルブ 


2. 遅転スイツチを押す 

籲室温が設定温度より低いときは運転ランプが点滅し予熱をおこ 
ないます。 

•約90秒〜120秒後に予熱が完了し、自動点火します。 

このとき運転ランプが点灯に変わり、燃焼ランプが点灯します 
參点火してストーブ内が暖まり、約90秒後に温風が出ます。 





<2^ 


ランプ處0 

運転 ■■ 


獨— 

• 尊 111 


观:賴 







薄をあけ r 嫌屋の換気を ur < ださ闕 H IfiHsBisri ! 

彳_#1気 stm くなると、給漭気籣卜少プから遍_ 

まれ r いる水分が蘑耱し！:水蒸気になるため tr 、 

’* <« f 珍 h H 'i ^ "*• . -4j i b#***«« »*»• lL tl 1 iw ^ % ^ Jr« 曇 *# t * f 


ff ) 导 

\ : - ;i ^； i#| -41 r> 


室温の調節 


•灌度譎節ポタンを押す 

春 ( TWIHD を押して齊 


を押して希望の設定温度に合わせて■ください。 


• imd を1回押すと現在の 
設定温度を表示し、さらに 
1回押すと1で上がります。 
押しつづけると連続し r 切 
り替わります。 



KUg ] を1回押すと現在の 
設定温度を表示し、さらに 
1回押すと1て下がります。 
押しつづけると連続して切 
り替わります。 



EWifftiif twwijfiifti 


•一’ 


議^^^ 


胃 1 ， i 闕 t 響刪 iwmmmm 


炎の状態 


•青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（赤火）が混じつていても、異常ではありません。 
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風向調節 


•風向はオートルーパーにより自動的に左右に動きます。またグリルにより上下方向に調節できます。 


•オートルー / K ーボタンを押す 

參オートルーバーランプ;^点灯し、送風; b ヾ始まるとルーパー^ f 自動的に動きます。 
參才一トルーバーをとめるときは、再度オートルーバーポタンを押してください。 

•才一トルーバーが動いているときに消火した場合は、送風の停止と同時にルーパー 
も自動的に停止しまも 


上下方向の調節 


>グリルを動かす 

•グリルの左右を持ち、上下に動かし r お好みの方向に合わせて 
ください。 

mm •グリルの翁»祐瘸赛卸鋩, 

:::におこなってください rn : :: 


才一トルーパ- 




•通転スイッチを押しもどす 

•運転ランフ、燃焼ランプが消灯します。 

⑩燃焼室;^冷却するまで燃焼用.対流用送風機は、運転を継続します。 

籲約6分後に燃焼室が冷却され、燃焼用 • 対流用送風機が自動的に停止します。 


運転 [=] 

燃焼 D 



_麵讎■■画__證_疆 




::，猜 のそき窓柯すでくもつたり'::スド… 


lau IBI-im. mi I — 頭 _ I I .^iucjuuuibi nii.uymi nil HI miimii mi iiihujiijji.ibh'III — 


タイマーの使用方法 

現在時刻の合わせかた 


. 切換スイッチを（■時計合せ j の位置にする 


2. 時刻を合わせる 

• GHEE ) ボタンを押して、デジタル表示部の時刻を合わせ 
r ください。 

•ホタンを神しつづけると、表示は連続して変わります。 

•時刻を合わ甘るときは、 AM 觸)::と PM .(年後): S ま^^ 
ないよう注慂しでく _化:：；：；;;:”:？…： 


3.切換スイッチを「時計』の位置にする 

春これでセツト完了です。 


時計合せ 
時計_ 
タイマー合せ 



_時計/タイマ-_ 


(時)時計調節(分） 



温 


iii 鮮<您( 



時計合せ 
時計 
タイマー合せ 














































タイマー時刻の合わせかた 


•切換スイツチを『タイマー合せ J の位置にする 

•現在時刻の合わせかたと同様にして希望のタイマー時刻に合わせ 
てください。 （ cy 10ページ） 


軸{度 t ットすれ 
iktiu 看 8 ii . 爹イマー時剡は 

sfciii M v : : r ： * Hi ; ; 


時計合せ 
時計 
タイマー合せ 


轉計/タィマー 



EEE:[dl 


muttm ⑼ 



2. 切換スイツチを r 時計』の位置にする 


•芯ぼ 傭、一一轉 


時計合せ 
時計 
タイマー合せ 







タイマー運転（タイマー時刻が24時間以内の場合） 


.運転スイツチを押す 

•運転ランプ、燃焼ランプが点灯します。 


2. 予約ポタンを押す 

•タイマーランプが点灯し、運転ランプ、燃焼ランプが 
消灯します。 

籲タイマー時刻に到達すると点火を開始します。 



•重度習 


_譖 


プラスタイマー運転（タイマー時刻が24時間を超える場合） 


運転スイッチを押す 

i 運転ランプ、燃焼ランプが点灯します。 


卜郷中は 必要ありません。.. 


タイマー通転 温度調節 


■ + 1日口 
+ 2日口 

予約プラス 




通) ga 
°C 燃供0 




2. 予約ポタンを押す 

•タイマーランプが点灯し、運転ランプ、燃焼ランプが 
消灯します。 


* : i ♦ ‘ 4 : * i i * ■蜗ふ气 < * * t 多 • t * * t ♦ • I * * t > « * * * • 

；# 予約ポタンを押したとぎデジタル表示® 
温度表示）は消灯し、燃焼中であれば、 

.• . > . . & » . ^ « * a • • « 1 » a I i * I % ■•，，い 


3. プラスポタンを押す 


iffiS 


•プラスポタンを1回押すと+1日ランプが点灯し、 
タイマー乜ツト時刻に24時間が加算されます。 

籲プラスボタンを2回押すと+2日ランプが点灯し、 
タイマー t ット時刻に48時間が加算されます。 

參タイマー時刻に到達すると点火を開始します。 


タイマー3■転 


予約プラス 



時針/タイマー 




タイマー邏酝 


0^:073」■:よ 


1日 ■ 
2日 □ 


(時〉時叶 ■» (分） 


予約プラス 
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^ タイマー運転の解除 


温度調節 

、 

_運転/停止 星 

、 S •* 

•予約ポタンを再度押す 

•タイマーランプが消灯し、タイマー運転が解除されます。 

•:;市 jffps ' ノー 占； 成 キナー/叶占れ f 占小左ねアナ 1、/ ヽキオ 

タイマー運転 

口 + 1 日口 

+ 2 日口 

Ic'dl-c 

運範 BW 1 «■ 

，ぐ ♦ 

燃焼 

■埋取フノノ/ J 屈嫩不んは兄 iA 」 U 、 兄人 ^ TcD し以し 1 不9。 




: 呢 ぁれ相動顚_辦|します。 こ:::;;;:；；： 

予約プラス 

◄低 §► 


:! :螂絲輞は、:醪スゴザを# ㈤ ど?^總按挞 

V 
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11 安全装置 


このストープには次のような安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取り除かれても再度点火操作しなければ運転は停止したままです。 


11131111^讎 



~;：：：； 

対震自動消火装置 

( f 3| 表示） 

；“：；二;:.:;つ 5 '， 

•地震(震度約 5 以上)や強い衝撃 
を受けたときは対震自動消火装 
置が作動して自動的に消火しま 
す。 

- -- ；. •て：：：*:こ： T rr :; TT ; : : T ! ! ゾ TW " + ぃ"，…，， 

•地震によって作動した場合、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油漏れ、給排気筒の外れなど異常がない 
ことを確認してから再点火してください。 

(作動後は、自動的にセットされます。） 

点火安全装置 
炎監視装置 

(|£<?1.181.1門1表示） 

•油切れ • 点火ミス • 途中失火 • 
異常燃焼したときに自動的に消 
火します。 

•「日常の点検 • 手入れ J(t^ 13 〜 16 ベージ)をし 
r から点火操作をしてください。 

処置しても繰り返し エラー 表示が出るときは、 
—旦運転スイッチを〔停止〕にして販売店に連絡 
してください。 

停電安全装置 

(阳表ホ…再通電後） 

# 停電や電源プラグ; y コン 1Z ント 
から抜けたときは、すべての運 
転を停止します。 

•電源プラグを確認してください。 

•停電復帰(再通電)後デジタル表示部にが表 
示され、ス 1 -- プは運転しません。 

再度点火操作をしてください。 

過熱防止装置 

(表示部全消灯） 

V 

•前フィルター • 下フィ ルター や 
温風吹出□にほこりがつまつ r 
いる場合、自動的に消火します。 

鲁前フイルター • 下フイルターや温風吹出口の掃除 
をしてから点火操作をし r ください。 

14 -16 ページ） 

処置しても繰り返し作動するときは、一旦運転ス 
イッチを押しもどし r (消火して）お買い求めの 
販売店にご相談ください。 

ノ 




































その他の装置 


義■❾名称 


排気管抜け挨知装置 


過電流防止装置 

(5 アンペア） 

(表示部全消灯） 




415111 fllWiifi 


，排気管の接続部が外れたり、排気管 •原因を調べ、処置後点火操作をしてくださ 

SF— ~ 加 ^^ 





排気管抜け 
検知用リード線 


給排気筒 


排気管抜け検知用リード線のゆるみまたは、 
外れ • 断線がないか確認してください。 


♦内部配線のショートにより過電流が•ショートの原因を取り除き、電流ヒューズ 
流れると、自動的に消火します。 を交換してから、もう一度点火操作をして 

<ださい。 


■日常の点検•手入れ 

点検*手入れは、消火後ストーブが十分冷えてから、必す電源プラグをコン t ントから抜いておこなってください。 


: 1 [こ J * 




ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと） 


籲 「△注意 1カーテンや燃えやすいものを近づけないでください。火災が発生するおそれがあります。 

•ほこりや汚れをそのままにし r おきますと、油がしみたりして危険です。 

ストーブはしヽつも清潔にしてご使用ください。 

鲁 IA 注意 1油タンクやゴム製送油管 • 接合部および機器などからの灯油漏れがないことを確認の上、ご 
使用ください。 


_漏れがある揚合は、お鋳い求を依賴レ^：ぐださい广 


■- ぺ、+ノ：;，: : ,^t^kU 

n t;>N -參妒 wiiw 雑， rtro 


# ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されています。 

屋内でゴム製送油管を使用しているときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れか^ないか確認し、欠点か9ある 
ときは交換してください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


春 I △醫告 I 給排気简(度 * ホース)が外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れて危険です。 

•I △警告1給排気简トップの周りが画でふさがれたまま使用しないでください。ふさがれているときは、 
除鸞してください。閉そくし r いると、運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物が置かれていないが、ときどき点検し r ください。 

障害物が題いて•ある場合は、移動してください。 















給排気筒接続部のゆるみおよびトツブ周囲の点検 （1 シーズン1〜2回） 


•給排気筒がつまると、不完全燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、くもが巣をつくったり異物が 
入ったりしているときは、必ず掃除してください。 

•給排気筒を一度取り外して、再び取り付けるときは、排気管 
の接続部内部にはめこんである〇リングが破損していないか 
確かめ r ください。破損していた場合は、お買い求めの販売 
店に交換を依頼してください。 


給排気筒 


メスオスェルポ 


〇リング 
P 50 4種 D 


〇リング \ 
P 50 4種 D 


) ストープ 
接続側 


前フィルター•下フィルターの掃除（週1回以上） 


籲前フィルター、下フィルターを外して掃除機または、ブラシできれ 
いに掃除してください。 

1. 下パネルの両側の上部を持って手前に引いて外す 


2. 前フィルターを少し持ち上げ、下側を手前に引いて外す 



i フイルター 


. 下フィルターを手前に引いて外す 


4. 播除機または、ブラシできれいに掃除する 




て 1 和 M >141 .!»• <l,| .«41 .\ H \- Iti, 1,11 l U . . Mll ，-, qlrjl こ二 IZZr 

の温度が上昇して遇期防止 


油タンクの水抜き （ 1シーズン1〜2回） 


■別売 TC -40 K 形油タンクの場合 

•油タンク内に水か7■こまると、水ゲージの灯油と水の境界面に 
赤色の浮子が浮き上がります。 

1. 浮子の点検 

•浮子が浮き上がってい ；■ こら水抜きをおこなつ r ください。 


と、溫風屋が少なくなり暖房出力か'低下し、ストーブ 
因になひます。；：: 


水ゲージ 



2. 水を抜く 

•水抜きバルブの下に容器を置いて、水抜きバルブを少しゆるめると 
油タンク内の水が出て、浮子か>沈みます。 

水を抜いたら水抜きバルブを固く締めてください。 

•水抜き後は、油漏れがないか必ず確認してください。 


くなります。ときどき水ゲ-ジの点検をおこなつてください。 



水抜き 
パルプ 
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オイルフィルターの掃除 （1 シーズン 1 〜 2 回）お買い求めの販売店に依頼してください: 


>オイルフイルターに水やごみがたまった場合は、次のように掃除をおこなってください。 

. 油タンクの送油バルブを a じる 


2. フイルターカップを外す 

•フイルターカップの下に油受けの容器を置いてください。 
•フイルターカップを外し、水やごみを捨ててください。 




フイルター 


フイルターカップ 


3. フイルターを外しきれいな灯油で洗 *5 

_フイルターを外し、きれいな灯油ですすぎ洗いをしてく 
ださい。 

雞ださし⑴ nn 隨 


フイルター 


1 1 »11 ' I 

. / j 


ゴム手袋 


きれいな 
/灯油 


4. フィルターとフィルターカップをセットする 

籲フィルターをもとどおりに組み込み、フィルターカップは油漏れがないよう確実に締め付けてください。 


定油面器ストレーナの掃除 （ 1シーズン1 〜 2回） お買い求めの販売店に依頼してください, 


一定油面器には、ごみを除くためのストレーナがついて•います。水やごみががたまると、灯油の流れを妨げて、 
十分な火力が出なくなります。シーズンの終わりには、次のように掃除してください。 


• 油タンクの送油ノ W レブを閉じる 


2. 右側面の点検用/あたを外す 


3. 定油面器のストレーナの掃除口にはがきなどの厚 
紙を夔しこんで油ガイドを作0、その下に油受け 
の容器を■く 



スト レーナ 止めねじ 


油ガイド(はがき） 


4. ストレーナの止めねじとドレン用ねじをゆるめて 
外す 

•定油面器の汚れた灯油やごみが全部流れ出ます。 
- ▼ - 

5•ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中ですす 
ぎ洗いをする 

対{こ水で洗わないでくだ $ u 。 

も If _ 域 1 . 5 ^1 脅 P N •? M -fe t # I f i >k« I I KjI«44« 戚暑 《 驀 4 暑 



ストレーナ 

ストレーナ 
/コムパッキン 


〇 1 」ン CT / 
ドレン用ねじ 




feiiiaiil 









温風吹出口の掃除（週 1 回 ） J 


，本体や温風吹出□の污れは、本体が冷えてから、しめらせたやわらかい布 
でふき取つてください。 


i :. *'' ^ ,f ' -*i ,,y ■!••• i*i- 1 i|i. ： X-i..\ ..^，:. ..,. ..... .,. * •*■-. h ' •: i <： i^:-.：)}i iiii..i ).： ■ - p •!•■ .If ■■% ■.><■■ iH： ilitfi i^i ： , t； . :■，- .. a ; .： ：• ■•**• ■■■<!!•i>li-i!«!-lt<i : «<■ .,■ . .. H 系 - 


のぞき窓の透明度が悪くなつたとき… お買い求めの販売店に依頼してください。 


のぞき窓の透明度が悪くなったときは、次のよ〇に掃除してください。 

. 前ノ X ネル、通熱板を外す 


2. のぞき窓を止めているねじ2個を外す 

•少し水を含ませた布でのぞき窓をふいてください。 




相 _, I 印 ihi ，irinHii 

'Hl'iiW-'Ki •ilnili IMi >ai' INI lilt, 




蘇—た編論賴し雖衡 



熱交換器の点検 （1 シーズン1〜2回）お買い求めの販売店に依頼してください。 


•熱交換器の内部にすすが異常にたまると、不完全燃焼の原因となります。 




sia»wi 


地震などの災害が発生したときの点検 


地震などの災害が発生し、機器に振動や衝撃が加わったときは、運転前に必ず次の点検をおこなってください。 

•給排気筒周りの外れ、漏れの確防 
籲灯油配管からの漏れ確斑 

点検で異常カヾみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼し r ください。 


_定期点検 


長期間ご使用になりますと、器具の点検が必要です。 

• 2 年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店又は、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保 
守協会 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理土）など〕のいる店 
などに点検依頼されることをおすすめします。 


9 ? 


長年ご'使用の密閉式石油ストープの虏検をぜひ！: 
籲油もれがする。 

こんな症状は •強いにおいがする。 

ありませんか •運転中に異常な音がする。 

_その他の異常や故障がある。 


:5使用中 it ; 


故障や事故の防止のため必 
す販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についてのご費 
用など詳しいことは販売店 
にご相談ください。 













































IQ 故障 • 異常の見分け方と処置方法 

次のような現象は故障ではありません。 

_修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


■ 外种讲 -fjH| 

_111 iiwiiiiiiWii 

讎灘獄讎 


初めて使用するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱塗料やほこりなどが焼けるためです。しばらく窓をあけ 
r 換気してください。 

点火時 

消火時 

初め r 使用するときや、シーズン初めの初使用 
時に1回で着火しない。 

点火してち2〜3分で消火してしまラ。 

參送油経路内の空気抜きをしてください。7ページ） 
•定油面器リ乜ツトポタンをセツトしてください。 

(，8ページ） 

運転スイッチを押すと運転ランプが点灯し、点 
火動作に入らない。 

設定温度より室温が高いので、自動的に tz —ブ消火をおこな 
つ r います。設定温度を高くすると点火動作を開始します。 

燃焼開始時や消火後に「ピチ • ビチ」という音 
がする。 

本体内部が熱により膨張、収縮するためです。異常ではあり 
ません。 


点火してもすぐ温風が出ない。 

不快な冷風を出さないためで、本体内部が暖まると温風が自 
動的に吹き■出てきます。 


消火してち温風が出 r いる。 

本体内部が冷却するまで送風を継続します。 

燃焼時 

炎の中にときどき黄色い炎（赤火）が混じる。 

異常ではありません。 

その他 

給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

外気温が低くなると、排ガス中に含まれている水分が凝結し 
て水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません ■> , 


•次の表にもとづいて、もう一度お確かめください。 

•処置方法により処置しても良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 



iBBSaaRH ■■■■■■口 


issiisium ■ロロ ■■■_ 


口^ ■ 

ia □□□■■■口 

■■□□□■■■■■a 


コンせントに確実に差しこむ 


通電されるまで待つ 


「地藤などの災害が発生したときの点検」 
の点検項目を確認し、運転スイッチを押 
しなおし、再点火する__ 

販売店に修理を依頼する 


給油する 


送油経路内の空気抜舌をする 


ストレーナを外して插除する 
良質の灯油を使用する 


送油経路内の水抜きをする 
オイル フイルターの 掃除をする 


延長 3 m 、 曲がり3箇所以下にする 


確実に接続する 


おおつているものを取り除く 


排気管の接続箇所を正しく取り付ける 


フィルターを外し掃除する 
障害物を取り除く 


排気管の接続部および排気管抜け検知用 
リード線の接続部の外れがないか点楼 
し、外れていたら正しく接続する 
































































自己診断モニター J 


デジタル表示部に F 表示されたときは、運転スイッチを押しもどしてから、下記の処置をしてください。 






点火時および燃焼中に消火 

画個個表示） 


対震自動消火装置の作動 

(I ES I 表示） 




，油タンクに油か TV つているか確認後、定油面器のリ t ットボタン 
(赤色）を軽く押し下げてください。 

それから再度点火操作をしてください。 


対震自動消火装置;^作動し、運転を停止しました。 
周囲の点筷 • 確認後、点火操作をしてください。 


• SSKb 驟餛溜謂匿!11|^ 齡厕ます。 

餐その他の£表示や処置後も f 表示するときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


部品交換のしかた 


11 

部品交換のときの注意 



二’趣ぬ鹿故 


=漂_圍 


〇偏咿 W . 舯味味_锖伸^ 
>i 110 nib nuili » 相如 .- 


1 相 1 机湖' W •脚‘,？||.灿咏外 
知㈣瞬 _ ,il ㈣;二よ KS SIMS'S S'S , ?" lff ' IM， " lk i l，h，,,,h ，av " 


n 保管(顯間使用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 

1. 電源 プラグをコンせントから抜いてください。 

m \ △ 注意 I 長期間 使用 しないときは、 電源 プラグを抜いてください。 

2. 前フィルター • 下フィルター • 溫風吹出口の 捕 除をしてください。 （ぼ I 4 16ページ） 

3. 油タンクの送油/ X ルブを閉じてください。 

4. オイルフィルターと定油面器内の灯油をすべて抜き取つてください。 （@15ペ-ジ） 

5. 本体のごみやほこ0を取0除いてください。 

#掃除機などでごみやほこりを取り除いてください C 

6. 本体をしめらせた布で汚れを落してから、からぶきしてください。 

7•ストーブは据付けたまま保管してください。 

參温風吹出□などにほこりなどがたまらないようにカパーなどをかけてください。 

•どうしても取り外して保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないようおしまいください。 
•次シーズンに据付けをおこなうときには、必すお翼い求めの販売店に依頼してください。 

，取卿明敕大切 c 保 fe 成依夸於；⑴ふ； n ;:: 丑：：：：：：：：:ニニ：：二; 
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気化式 • 強制給排気形 • 強制対流形 


高圧放電点火式 


灯油 ( JIS 1 号灯油） 


.96 L/h 


0.94 L/h 


72,600 kJ/h 


34,820 kJ/h 


86.6 % 


87.5 | 


17.5 kW 


8.46 kW 


木 造 72.5 nf (44 置)まで 

コンクリート100.5 rTf (61 遷)まで_ _ _ 

木 造 74.5 fTf (45 暨)まで 

_コンクリート119.0 rrf (72 置)まで__ 

高さ1,790 mm 幅556 _奥行488 mm (罱台を含む） 


63 kg 


100 V 50/60 HZ 


最大880/895 W 


157/180 W 


QU 49-2 


D 49 


中85 mm 


260 °C 以下 


管形ヒューズ 5 A 


対震自動消火装置 • 点火安全装置 • 炎監視装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 


排気管抜け検知装零 • 過電流防止装置_ _ 

置台1 • ゴム製送油管(締付金具2個付）1 * 給排気筒セット1■ストッパーリング2 • 
スリーブ1•給気ホース1‘締付バンド2 •メスオスエルポ1•エルボカバー1> 

本体固定金具2 •絶縁テープ1•木ねじ7 •ねじ1•ビニ帯(灰)2 •工事説明霤1•取扱説明霤1 

















































定油面器 電磁ポンプゴム製送油管 送油バルブ 


期間が過ぎていると费故 〆 ..:：::；；：：；’；.：：：：.' パ…:：':：じ .： 'h H ;:::.: パ:.に：： ..... 、：. ；；：：：. 二 ：-:.::.:..•■: -I 

: ；:春拜翼い求め売く?2さ化:修理によつ t ： 使用:で责に:つし:'^はお客様のご要望により有料修理い: 

用性能部品のイ賄期間'; : 丨：:::::: : 「 : :：..：.：：ぐ：：：: m :: : パ：：：- ^ 

:痛 s 油ス:卜ーブの浦懷簡生轉_品： （ 機能を維持,する r こめに必萝钰胡硬):泠捩脊期開は製造打ち切:り後7年で I ：；!；；-；；- • 

:に出されるとき: は；：、'::::卜:::;::屮:ご::り:：...へ：::て:.::.：;：;::..：:，： ， :.. 
■： '•輸送時や琿搬時に:油タンク、:定油面群旳 ( p 好油 ： が残つだままでずと、 f 傾窆や振動で萌#がこ读れることがあますので’-::必 … -I 
す抜き取つてくだき:いぺ:: ；■：■'■：'：；：：：；；-,' :::::ン：じ；::：パ::に；：：：：：；：..：.：.：.：；:.:.：.：..： .. ：卜:::ド:::：::::“:: n 


籲本書の「故障•異常の見分け方と処置方法』 ( cyi 7‘ i 8 ページ）の項に従っ r 調べ r も良くならないときは、電源プラクを抜 
いてお買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

籲ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

•品名 參お罠いあげ日 

争型式の呼び ♦故障状況（できるだけ具体的に） 

• ご住所 • ご氏名 • お電話番号 

籲修理に際しては、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていただきます。 

籲ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 


_このコロナ密閉式石油ス I -ーブには保証書がついています。「お買いあげ日 • 販売店名」などの記入をお確かめの〇え、販売店か 
らお受けとりになり、大切に保管してください。 

翁保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

_次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になり孝せんので注意してください。 

♦変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

參誤った使用方法による故障や事故。 


Rea 子 
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据付け工事は販売店に依頼する 


据付け場所の選定および標準据付け例 




21 


据付けか +終わりましたら、もう一度、工事説明書の「特に注意していただきたいこと（安全のために必す 
お守りください)」をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているか確認してく 
ださい。 


積雪が多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。 
また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことがあります。 


給排気筒を延長する場合は、 


3曲がり以下で取り付けられる場所を選定してください。 





















据付けや移動工事は販売店または設置業者に依頼して、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け 


QI 燃物 


可燃物 


Tms9 












































試運転 


試運転は、販売店または据付け業者とごいっしよに必すおこなってください。 

1.運転準備（ぼ6〜8ペ-ジ） 

① 油タンクに給油し、送油八リレブを開き、送油経路内の空気抜きをしてください。 

② ストーブ側面の水平器で、水平に設臞されていることを確 B し、定油面器のリセットポタンを経く 
押し下げてください。 

③ ストーブの匾台の上や送油管の接続部に油だま0や油漏れがないか確かめてください。 

④ 運転スイッチが[停止〕になっているか確斑してください。 

•運転スイッチを〔運転〕のまま電源プラグをコンセントに差しこむと、が表示されます。 
この場合は、一旦運転スイッチを押しもどし r ください 

⑤ 電源プラグをコンセントに差しこんでください。 

• は注意-1電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差しこんでください。 


2.運転 （ぽ9〜10ベ—ジ） 

① 運転スイツチを押してください。 

•運転ランプが点滅し、予熱をおこないます。 

•約90〜120秒後に点火し、運転ランプが点灯に変わり燃焼ランプが点灯します。 
•点火後約90秒後に対流用送風機がまわり温風が出ます。 

._! ■• レ ." Mill IH ■ 咄明 ， 'Minn 叫， wnn'ini im-* 1111111111.1 H.-UIMWI 眯彻仰.脚襴格 唧晰啪 !# 梱价椰彻彻柙侧 I 叫 dft-IWillii 柳训ン加咖 : 胂神 1 嚀铘铸聊 _ 明 1.||1|.1 

'H\>m .1|1#侧嗜.1|| 1 #11|||!物 W 撖》補!辦 • 畴匐•物:* 嶒•ま1ぎ1)1111111111 NWIBIIKMNI 111111 li# 柳.叫 I 

imv\m\ MMHI mm w_ 啪谢啪相科 《 4 4h» ♦dk# 油啩说他#|||) 1 ，!||嫲 1 ||(| | 蚶峨邮咖|1»41:_|叫 I 伽•说哪 1111111111 MiBl.W. 

'W'l* 111.11111 • InnIHMIHImL|Ai#i||fl 釉叫 VIMnft — qn ■御 _l«l 碘 W 1 >Nl I*' ||«.甽 1.1111 i#i--iWl：lH|-illiNl|)l 邮_甽 

. 卿 -, il«l HIHUH 11411 鬮 舞畤_姻物睁嘩軸掩 11111 W.qR.Hl i* i||..'WI-w|i.iti|.|||||.- ， iii|i||||.|f||.,||i l 咖_籼 

H I I M B t f M > f H* p + >. k k ^ k I k I 1 c Mf I ^ k <•*， 籲 • 鼇 •■•• 秦春 ♦♦• 夢 f t 4 k i i ♦ ， ♦ 鳥鏵事••軀齡 

•ストーブ闪の送油管に灯油が満たされていませんので、炎が立ち消えすることがあります。 
この塌合は、-旦消火して冷めるのを待ってからもう-度点火してください。 

塗料赚施_煙とに_が赖說赖賊事。;;■船嫌齡^氣邱盼碎 

② 運転スイツチを押しちどしてください。 

•運転ランプ、燃焼ランプが消灯し、消火します。 

参本体内部が冷却するまで送風を継続し、約6分後に停止します。 


初めて使用するとさは… 
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64 TE 
64 TE 
55 TE 
22 TE 
22 TE 
33 TE 


P 斤 



FAX(0834)22 


に*サー 


FAX(0263)25 


0276)38 


6??1 代表 


2172 代表 


07096002 本社.エ塌三条市東新保 7-7 〒955-8510 TEL (0256)32— 2111 ( 大代表) 

柏崎エ塌柏崎市宝町 2-58 〒945-0817 丁£し(0257)23—5175(代表） 

長岡ェ塌長岡市下条町窟ノ浦1069〒940-1146 TEL (0258)22— 2121 ( 代表） 


FAX(092)474-5775 
FAX(092)474-6414 
FAX(093)592-8666 
FAX(099)281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX(0985)25-0685 
FAX(097)523-5162 


052 381 *-1266 
052)381-5244 
54 238-0006 
54)238-0822 

58) 268-7550 

59) 234-8472 
555968 -6212 
564)25-1726 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合か 4 ありますのでご了承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 

□□ナサービスセンター 

tm 携帚電 括* phs 等からは 

01 20-919-302 龜 寄のサービスセンター 

(修理受付 専用 ダイヤル）へ直接おかけください。 

FAX cn 20-919-3SS 

:1该道 • 東北 ift 区のお客様はのサービスセンターへ 墨 接 
おかけください。 


お客様ご相談窓口一覧表 


店一所一所所 I 所 f 所 
タタ タタ 

し業じ#^ 0業。業 
支 tfet t 

^5音^^ 

森サ田サ P 前ナ岡サ沢 
森田前岡 
«胄秋秋 A 弘弘盛盛水 


C V 
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保一 
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礼札函旭帯釧北 


大大离京神彦福 


所所所所店所 


所 i 店 i 
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_ 一 
よ^田^ 


甲甲 * B 


都 * 

宇宇太新三新長長松金金 S 福 
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株式会社 






































































































































































